
写真19．バブンゴ王宮内の木彫像

写真20．バブンゴ首長（Fon Ibrahim Ndofoa Zofoa Ⅲ）

写真23．バブンゴ首長からの招待状

写真21．バブンゴ博物館の展示品

写真22．バブンゴ博物館の入口
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し、見学する機会を得た（写真23）。このニカイという祭礼は、
王家以外の村人が構成するグンバ（Ngunba）という結社員
が、王宮の広場で踊るもので、祭りの意味としては、村に祖霊

を迎え入れるものであるといわれている（写真24）。この祭礼
には様 な々仮面が登場するが、行列の最後では、バブンゴ首

長自身もムーブ（Muubu）という特別な仮面をつけて踊るところ
に特徴がある。グラスフィールドの文化資源としては有形のも

のだけではなく、儀礼祭祀といった無形の文化資源も豊かで

あることが理解できる。

考察

今回の調査結果から明らかなように、近年、欧米の国や

NGOによるカメルーン、グラスフィールドの首長国群における
文化資源に関する援助がおこなわれるようになった。しかし、

このような海外からの援助がなされているにもかかわらず、バ

フツ王宮をはじめとするカメルーン、グラスフィールドのほとんど

の王宮における建築物の補修、維持管理は未だに不十分で

あり、博物館の設置や運営に関する人手、予算、専門的知識

と技能が不足している現状がある。また、首長国に存在する

有形、無形の文化資源についての地域住民の関心と理解が

不足しており、観光資源としての位置づけも不十分であること

が明らかとなった。

そこで、これまでの学術研究の成果を基にして、JICA（独立
行政法人 国際協力機構）の草の根技術協力事業などを導
入することにより、カメルーン、グラスフィールドの民族文化に関

心のある人びとと共に、地域住民への技術移転を前提として、

文化資源の保全と活用を図る必要があると考える（7）。その具

体的な活動内容として、文化資源のデータベース作成、住民

参加型の修復・保全活動や博物館整備、情報発信、学芸員

や観光ガイドの育成、土産物開発などがある。また、長期的

には、第一次産業中心の自給自足経済を基本として、文化資

源を観光資源として位置づけたコミュニティ・ベースド・ツーリズ

ム（地域主導型観光）の導入により、文化資源の保全と地域

の活性化を結びつけた地域計画を実践してゆく必要があると

考える。

今後の課題

カメルーン、グラスフィールドにおける首長国群の文化資源

は、大変貴重であるにもかかわらず、伝統的な首長国群の財

政基盤は弱く、地域住民にとって商品作物の販売以外に現

金収入の機会は限られている。先述したように、王宮建築の

補修、維持管理や、儀礼祭祀で用いられる仮面、木彫像、伝

統衣装などの民族芸術品の保存修復に必要な予算や専門

知識が不足している。そのため、首長国群の王宮建築や民

族芸術品といった文化資源の維持管理が十分に行われず、

損逸の危機にさらされている。さらに、地域住民の就業機会

が限られ、若者が都市に流出する傾向が強まっている。

一方、第一次産業中心の自給自足経済を主とするこれら

の首長国群における地域住民の生活水準を高めるために

は、伝統文化を観光資源として位置づけ、新たなコミュニティ・

ベースド・ツーリズムを導入する必要がある。新しい観光産業

を育成することにより、地域住民の生活を向上させ、失われつ

つある首長国群の文化資源の保全と活用が可能となる。

写真24．ニカイ祭礼の仮面ダンス
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例えば、バフツ王宮の建築物が地域住民により修復され、

バフツ首長国が有する有形、無形の民族芸術を文化資源とし

て位置づけ、地域住民がそれらの価値に気づき、観光資源と

して認識し、バフツを訪れる観光客をガイドする知識と技能を

習得することにより、コミュニティ・ベースド・ツーリズムを地域住

民自身が推進できるようになるであろう。

そのためには、まず、地域住民がバフツ首長国の文化資源

の価値を理解することが重要である。次に、それらの文化資

源の修復・保全活動を地域住民自身が行う体制が確立するこ

と。さらに、文化資源の価値について情報発信するために必

要な知識と技能を習得すること。実際に、地域住民が文化資

源の修復、保全活動を通して得た情報を整理し、多様なメディ

ア（DVD、CD、図書、パンフレット、パネル、模型、ポスター、ホー
ムページなど）を用いたコンテンツを作成することにより情報を

発信する。さらに観光ガイドの育成を図ることが必要である。

もし、JICAの草の根技術支援のような事業が導入できたと
すれば、その具体的な援助活動内容として以下のような内容

が考えられる。

①地域住民と共に、バフツ首長国の文化資源調査を行う。

②地域住民と共に、文化資源のデータベースを作成する。

③文化資源の修復、保全、活用の計画を、地域住民と共に立

案する。

④文化資源の修復、保全、活用作業を地域住民と共に行い、

それらの活動を記録する。

⑤文化資源を観光資源と位置づけ、文化資源の情報発信、

観光資源のプロモーションに必要なコンテンツを、住民と共に

作成する。

⑥バフツ王宮とバフツ自治体の文化資源を巡るスタディーツ

アー（8）を実施し、観光ガイドの育成を図る。

⑦バフツ王立博物館、バフツ自治体、北西州の州都・バメンダ

において、バフツ文化資源に関するフォーラムやワークショップ

を開催する。

カメルーンにおいて、日本のJICAはすでに小学校校舎や
FMラジオ放送局の建設などの施設整備に関する援助活動
を行っているが、今後、日本のアフリカに対する開発援助とし

て、欧米の国々やNGOが既に行っているような、文化資源の
保全と活用に関する援助活動を行ってゆくことが必要である。

文化資源に関する援助活動は、対象地域住民の生活改

善・生計向上に直接結びつく。また、地域住民のアイデンティ

ティを高めることにつながり、地域に誇りを持つことができる。

地域の工芸職人、サービス産業従事者、若者や女性の意識

を変えることにより、地域産業の活性化に結びつけることがで

きる。さらに、観光ガイドの育成、土産物開発、コミュニティ・

ベースド・ツーリズムの導入により、地域における就業機会が増

大し、現金収入の増加に繋がる。

文化資源の調査、分析、評価に関する作業をカウンター

パートや地域住民と共に行うことにより、人びとの意識を変え、

文化資源の価値を知り、高め、情報発信する知識と技能を身

につけることができ、事業終了後も地域住民による持続可能

な観光開発が可能となる。

大阪芸術大学には、アフリカの民族芸術に関する30年近く
の学術研究の歴史がある（9）。今後、例えばカメルーン共和国

北西州バフツ首長国をカウンターパートとして、地域住民と大

阪芸術大学や関係諸機関に所属する研究者や学生が中心

となって、民族芸術を中心とする文化資源の保全と活用に関

する地域開発を、JICAの草の根技術援助事業などを導入す
ることによって実践することは大いに意義があると考える。
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註

 （1）NGO、ワールド・モニュメント財団（World Monuments Fund）は、アメ
リカ合衆国のニューヨークに本部を置く非政府組織で、1965年以
来、90以上の国ぐににおいて、歴史的建造物の修復事業を行ってお
り、バフツ王宮の一部の建物の屋根を修復する援助事業が、2010
年に行われた。

 （2）北西州首長連合（North West Fon’ Union, NOWEFU）とは、2009年
に設立されたカメルーン共和国北西州に存在する首長国群の首長
達が構成する連合組織で、文化的側面の課題を中心とした情報交
換を行う。

 （3）Cletus T. Ndifor, “The Inextinguishable Flame of An Ancient 
Kingdom”, Sopre Publications, Bamenda, Cameroon, 2011.

 （4）バメッシング村内の焼き物工房（Prespot Pottery）は、約25年前にス
イスを拠点とするキリスト教のプロテスタントの一派である長老派教会
（Presbyterian Church）の活動をもとにして創設された。バメッシン
グ以外に、バリ（Bali-Nyonga）やバフツにも工芸品を制作する工房
があり、プレスクラフト（Prescraft）という名前の組織を運営し、州都・バ
メンダを中心としてグラスフィールドの工芸品を特産物として販売し、
海外へも輸出している。

 （5）地域住民が主体となり、地域の文化や自然を観光資源として価値づ
け、それらの保全と活用を図ることにより、地域社会の発展に結びつ
ける新しい観光のありかた。

 （6）イタリアのNGOであるCOE（Centro Orientamento Educative）協会
は、健康、農業、教育、芸術、文化、社会、スポーツなどの分野におけ
る援助活動を行い、カメルーンでは1973年以来、様 な々活動を行っ
てきた。2003年から2006年にかけて、グラスフィールドのマンコン、
バブンゴ、バンジュン、バハムの四つの首長国において、博物館の開
設、学芸員の育成、図録の出版に関する援助活動を実施した。

 （7）日本政府の外務省の海外援助事業を担当するJICA（独立行政法
人 国際協力機構）の草の根技術協力事業は、日本のNGO、自治
体、大学などが培ってきた経験や技術を生かして、発展途上国の地
域住民に役立つ協力活動を行うものである。

 （8）スタディーツアーとは、一般的なツアー商品とは違い、学生や一般社
会人を対象に、ツアー内容の質的向上と参加者の学び体験を重視
して行われる試行的な観光ツアーのこと。

 （9）大阪芸術大学におけるアフリカの民族芸術に関する学術研究は、森
淳名誉教授（陶芸）が1968年から1971年までウガンダ工科大学の
客員教授として現地に滞在したことに始まる。その後、1986年から
1990年にかけて文部省科学研究費補助金（国際学術研究）によっ
て編成された大阪芸術大学の共同研究「西アフリカにおける伝統
工芸技術の比較研究」（研究代表者、森淳、研究分担者、井関和
代、下休場千秋）による学術調査が実施され、現在に至っている。
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